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今
年
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今
回
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ら
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か
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で
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体
験
後
に
は
、
拡
大
し
た
地
図
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー

や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
場
所
や
段

差
な
ど
の
障
害
が
あ
る
場
所
な
ど
を
記
入
し
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
も
作
成
し
ま
し
た
。
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

の
上
に
マ
ッ
ト
が
敷
い
て
あ
る
場
所
や
横
断
歩
道
と

歩
道
の
間
の
段
差
な
ど
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
分

か
る
障
が
い
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
参
加
者
の
み
な
さ

ん
も
ど
う
す
れ
ば
だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に

な
る
か
を
真
剣
に
考
え
て
い
ま
し
た
。

ホームページ　http://www.sun-net.jp/~syakyo/

津和野町はだれもが暮らしやすいまちか 調べてみよう！

第１８回　サマーボランティアスクール開催
８月４日
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赤い羽根共同募金運動に
ご協力をお願いします。

今年度目標額は、
一般募金　2,200,000円
歳末たすけあい募金　1,700,000円　　合計 3,900,000円
ご協力いただいた募金は、さまざまな地域の活動に使われています。

運動期間　10月1日から12月31日

赤い羽根共同募金について
　赤い羽根共同募金は、町民自らの活動を応援する、「じぶんの町を良くするしくみ。」です。年

間２００万人のボランティアにより支えられており、全国各地で自治会、民生児童委員、企業や

学校関係者により、多様な募金活動が展開されています。集まった募金は全国で６万件以上のさ

まざまな地域福祉活動に役立てられています。

災害にも共同募金は使われています
　共同募金会では、災害時に被災地でのボランティア活動を支援するために、赤い羽根共同募金

の３％を「災害等準備金」として積み立てています。

　日頃から、地域住民を対象とした防災訓練、災害ボランティア研修等も多く実施されており、

こうした訓練活動や災害対応拠点整備事業への助成も増えています。復興には長い年月がかかる

ことが予想され、息の長い支援が必要です。寄附者の皆さまからお預かりした貴重な財源とその

思いを被災地で活動する団体につなぎ、団体の活動を柔軟に支援することを通じて、被災された

方々を支えています。

義援金募集対象府県

・屋久島町口永良部島（噴火災害）　・栃木県（台風１８号）
・茨城県（台風１８号）　・宮城県（台風１８号）
受付：社協本所・津和野支所の窓口、または金融機関振込で受付をしています。

街頭募金にご協力をお願いします
　道の駅シルクウェイにちはら収穫祭において下記のと

おり街頭募金を行います。

　今年は募金をしてくださった方へ津和野町イメージ

アップキャラクター「つわみん」と赤い羽根共同募金のコ

ラボ缶バッジを記念品として準備しています。

　デザインは２種類！数に限りがございますので、お早め

にお越しください！

日時：１０月３１日（土）、１１月１日（日）
	 １０時３０分～１３時３０分
場所：道の駅シルクウェイにちはら
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津和野町社会福祉協議会　新評議員紹介
　役員の改選により、下記のとおり新しい体制となりました。
　今後とも社協活動へのご支援、ご協力をお願いいたします。

選 出 区 分 氏　　　名 住　　　所 摘　　　要

施 設 代 表 松　野　秀　樹 後 田 再　任

ボ ラ ン テ ィ ア 有　田　静　子 中 曽 野 再　任

民 生 委 員 吉　岡　知　幸 鷲 原 再　任

学 識 経 験 者 倉　永　　　毅 後 田 再　任

学 識 経 験 者 坂　根　敏　夫 山 下 再　任

学 識 経 験 者 石　井　健　達 田 二 穂 再　任

学 識 経 験 者 長　嶺　善　信 笹 山 再　任

地 域 代 表 後　藤　治　久 町 田 再　任

学 識 経 験 者 山　根　津知夫 後 田 再　任

地 域 代 表 村　田　清　治 吹 野 新　任

地 域 代 表 水　津　　　正 高 峯 新　任

地 域 代 表 上　田　義　治 寺 田 新　任

地 域 代 表 山　本　周　二 町 田 新　任

地 域 代 表 板　垣　逹　男 後 田 再　任

町 老 連 岡　村　　　省 河 村 再　任

手 を つ な ぐ 育 成 会 藤　井　志保子 長 福 再　任

学 識 経 験 者 沖　田　教　一 枕 瀬 再　任

学 識 経 験 者 益　成　典　子 左 鐙 再　任

学 識 経 験 者 竹　内　志津子 青 原 新　任

地 域 代 表 森　本　正　子 左 鐙 新　任

地 域 代 表 廣　中　　　勇 日 原 新　任

地 域 代 表 中　岡　隆　幸 相 撲 ヶ 原 再　任

地 域 代 表 河　良　 権　二 滝 元 再　任

地 域 代 表 山　田　　　進 枕 瀬 再　任

地 域 代 表 木　村　冨士夫 池 村 再　任

地 域 代 表 藤　原　陽　一 冨 田 再　任

地 域 代 表 江　上　　　茂 溪 村 再　任

任期：平成 27 年 9 月 5 日～平成 29 年 9 月 4 日

津和野町社会福祉協議会　ホームページを開設しました！

○ホームページアドレス
http://www.sun-net.jp/~syakyo/

　このたび津和野町社会福祉協議会では、右記アドレスの
とおりホームページを開設いたしました。
　ホームページでは、本会の概要や事業内容、社協だより
などを掲載しているほか、本会のフェイスブックも閲覧で
きるようになっています。
　今後は、各種お知らせなどを随時掲載していく予定です

ので、是非ご活用ください。
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ステップ 11．「介護保険出張講座」

　このコーナーでは、介護保険
の制度やサービスについて、分
かりやすく説明します。はつらつ介護保険

　７月６日、柳地域のさんさんサービス（お達者サロン事業）において津和野居宅介護支援事業所のケ
アマネジャーが「介護保険出張講座」を行いました。
　当日は、分かっているようで分からいない、また、お世話にはなりたくない介護保険制度を○×クイ
ズ方式で説明を行いました。
　今回は、その中から５問を抜粋してみましたので、みなさんも挑戦してみてください。
　なお、「介護保険出張講座」の開催をご希望の地域等がありましたら、どこの地域にでも出向きます
ので、お気軽に社協までご連絡ください。

＜介護保険○×クイズ＞
下記の問に○か×でお答えください。
問１．サービスの利用は、原則６０歳から可能である。

問２．サービスは、提供事業所（デイサービスなど）に自分で申し込むと利用できる。

問３．介護保険料を払わないとサービス利用料が高くなる。

問４．特別養護老人ホームは、日本中どこでも申し込むことができる。

問５．ホームセンターでポータブルトイレを購入すると、介護保険からお金が出る。

（答え）
問１．×　原則６５歳以上の方と特定疾患のある４０歳以上の

方です。（特定疾患とは、脳梗塞やパーキンソン病
などです。）

問２．×　居宅サービス計画に基づき介護支援専門員が調整し
ます。

問３．○　介護保険料の滞納があると利用料が高くなります。
問４．○　どこでも申し込みができます。なお、グループホー

ムは原則住所地（町内）の施設のみです。
問５．×　福祉用具専門員が配置されている介護保険事業所か

らの購入の場合が対象になります。

介護の仕事学び直しセミナー
参加者募集！

保育士（再）就職支援ミニセ
ミナー「HUG!くむcafe」
☆出雲市・浜田市同日開催☆　参加者募集！　介護の現場へ就職を希望される方で、もう一度介護技

術の基本を学び直したい方々のお手伝いをします。セミ
ナー終了後、介護保険施設などで職場体験もできます。

　保育士になりたいと思ったあの頃を、ちょっと思い出
してみませんか？

●対象
○介護分野の資格をお持ちの方

で、これから介護の職場での
就業を希望される方

○福祉・介護分野の事業所で働
いていた経験のある方（資格
のない方も可）

●セミナーの内容
○介護の基本的理解
○コミュニケーション技術
○介護技術の基礎（移動・移乗・

排泄）
●日程

○平成２７年１１月１９日・２０日の
２日間

　　９時～１６時

●会場
　　いわみーる（浜田市）
●募集定員
　　２０名
●受講料
　　無料

※申込書に必要事項を記入し持
参又は郵送してください。

（保育所一時預かり費用の助成
もあります。）

●申込み・問い合わせ先
　　平成２７年１１月１２日まで

社会福祉法人 島根県社会福祉
協議会石見支所

（島根県福祉人材センター石見分室）
℡　０８５５－２４－９３４０

【日時】
平成 27 年 11 月 28 日 ( 土 )
10 時～ 12 時

【場所】
出雲会場：貸出ホール COTOHA

（出雲市中野美保北 3-4-9）
浜田会場：浜田市総合福祉センター

（浜田市野原町 859-1）
【主な内容】

・ベテラン保育士による保育現
場で役立つ

　「こどもを引き付ける遊び」
・お茶とお菓子を楽しみながら

参加者全員で
　「おしゃべりタイム」

【対象者】
保育士（保母）の資格をお持ち
で、現在は保育士として勤めて
いない方。
※お子様連れの参加も大歓迎で
す。

【申込締切】
平成 27 年 11 月 13 日 ( 金 )

【申込・問合せ】
社会福祉法人島根県社会福祉協
議会

（島根県福祉人材センター）
TEL：０８５２－３２－５９５７
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　下記の日程で心配ごと相談を実施します。どんなことでもかまいませんので、お気軽にご相談下さい。

※　津和野、木部、畑迫、小川地区でも民生委員さんによる地区心配ごと相談を実施しています。相談日などは
「広報つわの」のカレンダーに掲載しておりますので、ご確認下さい。

相談事業のご案内

月 日（曜日）

11月 13日（金） 27日（金）

12月 11日（金） 25日（金）

１月 15日（金） 29日（金）

２月 12日（金） 26日（金）

３月 11日（金） 25日（金）

月　　日 場　　所 担当弁護士

11月20日（金） 津和野会場 谷　川　弁護士

12月18日（金） 日 原 会 場 丸　亀　弁護士

１月15日（金） 津和野会場 山　本　弁護士

２月19日（金） 日 原 会 場 中　村　弁護士

３月18日（金） 津和野会場 丸　亀　弁護士

月 日（曜日）

11月 ６日（金） 20日（金）

12月 ４日（金） 18日（金）

１月 ８日（金） 22日（金）

２月 ５日（金） 19日（金）

３月 ４日（金） 18日（金）

【心配ごと相談】
　　場所：津和野町福祉センター　２階会議室
　　時間：午前10時～正午

【法律相談】
　下記の日程で無料法律相談を実施します。借金、訪問販売、架空請求、相続、成年後見制度などさまざまな
問題に弁護士が助言します。お気軽にご相談下さい。

【明るい生活相談】
　　場所：津和野町保健福祉センター　やまびこ
　　時間：午前10時～正午

○担当弁護士： 益田ひまわり基金法律事務所 中村　八束　弁護士
 山陰リーガルクリニック益田事務所 山本　　尚　弁護士
 谷川法律事務所 谷川　　円　弁護士
 石西ひまわり基金法律事務所 丸亀日出和　弁護士
○場　　　所：日 原 会 場…津和野町保健福祉センターやまびこ（社協本所）
　　　　　　　津和野会場…津和野町福祉センター（社協津和野支所）
○時　　　間：13時～16時（１人30分です）
※相談は無料です。
※相談には予約が必要です。（電話：７2－１4９4）

〈どこに相談してよいか分からない時〉

〈法律に関することや専門的な問題がある時〉

〈経済的に困っている時〉

〈障がいについての悩みや困っている時〉

ひとりで悩まず、お気軽にご相談ください！

　津和野町特定相談支援事業所では、障がい（身体・知的・精神）のある方や、そのご家族の方などの悩みや、
お困りごとについて、保険・医療・福祉の関係機関と連携し、相談や福祉サービスの利用のお手伝い・情報提供
等の支援を行います。

　津和野町社会福祉協議会では、生活上のさまざまな問題により困窮状態にある方に対し、地域の中で自立した
生活が送れるよう、一人ひとりに寄り添った相談対応をいたします。

「津和野町特定相談支援事業所」
津和野町日原１４　保健福祉センターやまびこ内
電話　７４－１６１７　担当　齋藤みどり・大畑　望

相談窓口・津和野町社会福祉協議会
津和野町日原１４　

電話　７４－１６１７　相談時間　8：30～17：15（土日祝日を除く）
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ボランティアコーナー 津和野町ボランティアセンター情報

月いちボランティア清掃活動のお知らせ

収集ボランティア活動

月　日 時　間 活動・集合場所 活動内容

11月７日（土） 午前８時～９時 津 和 野 駅 ご み 拾 い

12月５日（土） 午前８時～９時 なごみの里駐車場 ご み 拾 い

３月５日（土） 午前８時～９時 社 協 津 和 野 支 所 ご み 拾 い

　今年度は、下記の日程でボラン
ティア清掃活動を行います。子ど
もからお年寄りまで、どなたでも
気軽に参加できます。
　月に一回、清掃活動をして津和
野のまちをきれいにしましょう。

　本会では、古切手・使用済みテレホン
カード・書き損じはがき・ペットボト
ルのフタを募集しています。消印を押
された切手や使用済みのテレホンカー
ド、書き損じたはがきなどは集めるだ
けでボランティア活動になります。
　集めていただいた収集品を社協へ
持ってきていただければ、本会からＮＰ
Ｏなどの団体へ送付することにより、
福祉活動の資金や発展途上国の救援活
動資金などに役立てられます。また、
書き損じはがきは、新しいはがきと交
※収集の際のポイント　①ペットボトルのフタは、洗浄をお願いします。②回収対象は「飲料用のペットボトルキャッ
　　　　　　　　　　　プ」に限定しています。醤油やソース、お酒など飲料用以外のキャップは、受け付けできません。
　　　　　　　　　　　②古切手は、周りを１㎝程度残して切り取ってください。

収集ボランティアにご協力いただきありがとうございました。（９月３０日受付分まで）
（順不同・敬称略）

栗　 栖　 美 由 紀 矢　 村　しょうた 財　 間　 美 代 子 天 野 歳 隂
大 庭 桂 子 倉 本 一 郎 山　 岡　 八 重 子 有 福 真 人
渡　 辺　 き よ 子 出 本 正 子 上 田 義 治 城 市 修 務
益　 井　 よ し 子 三　　浦 桑　　原 佐 々 木　 明　 子
倉 木 為 治 宅 野 郁 子 藤 井 邦 子 大 河 原　 ふ ゆ の
森 元 富 子 大 庭 初 枝 水 津 浩 子 村 上 幸 枝
水 津 幸 子 水 津 照 子 豊 田 郁 子 田 中 秀 雄
村 上 永 子 村 上 良 子 大　 庭　 サ ナ エ 水　 津　 多 喜 子
山 本 束 美 平 野 政 子 西　 蔭　 千 惠 美 つ わ の 福 祉 会
コ ー ナ ン 橘 井 堂 永 太 院 防 長 交 通
シルバー人材センター 財 間 酒 場 ゆ ず の ふ る 里 麓 耕 自 治 会
津 和 野 町 役 場 退職公務員連盟女性部 匿 名 　 １ 0 名

今日からあなたも『たすケア“愛”』の主役になれる！
（助け合い）

　助け合いの必要性を感じている人やボランティアに関心がある人は多くおられますが、
時間を作って活動するということはなかなか難しいことです。
　ボランティアセンターでは、普段の生活の中で、だれにでも簡単にできる助け合い活動
やボランティア活動を紹介し、だれもが助け合いの主役になれる地域を目指します。

今日からできる助け合い

『福祉教育』
Vol .17

　福祉教育とは、自分たちが住む地域について考え、

行動することにより、福祉のこころを育み、福祉につ

いての理解を深め、福祉にかかる実践力を育むことで

す。「地域福祉は、福祉教育ではじまり、福祉教育で

おわる」と言われるほど、地域福祉を推進する上で、

福祉教育は重要なものとなっています。

　また、福祉は、○ふ ○く ○しの文字をとって「○ふだんの

○くらしの○しあわせ」とも言われ、毎日の暮らしの中
にあるものであり、特別なものではありません。福祉

について考えることは、普段の当たり前の日常の生活

について考えることなのです。

　さあ、あなたも福祉（自分の地域の暮らし）につい

て考え、行動してみませんか！

換し、「はがきボランティア」に使用されています。ご協力をお願いします。



７

　７月３日、津和野町町民センターにおいて恒例のチャリ
ティー囲碁大会「春夏秋冬塾」の夏塾が開催されました。当
町は、町内外から多数の参加があり、熱戦が繰り広げられま
した。なお、大会の結果は下記のとおりとなりました。

※チャリティー囲碁大会の収益金は、赤い羽根共同募金に寄
付されます。

【大会結果】 個人戦

団体戦

優　勝　板垣　哲夫（二段）
準優勝　佐々木善次（四段）
第３位　鶴　　輝義（四段）

優　勝　虎チーム
　大将　鶴　　輝義（四段）
　中堅　安田　　驍（三段）
　先鋒　佐々木善次（四段）
準優勝　阿東チーム
　大将　市原　満男（五段）
　中堅　中嶋　宏司（五段）
　先鋒　伊藤　嘉規（三段）

第23回  チャリティー囲碁大会
春夏秋冬塾

『ひとり一品運動』に
ご協力ありがとうございました。

　引き続き、津和野町社会福祉協議会では、カップラーメンや缶詰などの食品を募集して
います。おすそ分けいただけるものがありましたら、ご提供をお願いします。

【募集している食品】

○カップラーメン、乾麺、
　レトルト食品、缶詰、
　調味料類

【注意事項】
　　※賞味期限が明記されているもの
　　※常温保存可能で賞味期限が３ヶ月以上あるもの
　　※未開封であるもの
　　※破損して中身が出ていないもの
【食品受付窓口】
　　津和野町社会福祉協議会本所または津和野支所

　ひとり一品運動とは、ご家庭で眠っ

ている食品をご寄贈いただき、生活

に困窮している方へ無償で提供する

ボランティア活動です。

　７月に町民のみなさまへ食品の提

供をお願いしたところ、たくさんの方

にご協力をいただきました。心より

お礼申し上げます。

＜ご協力いただいた方＞
岡本　国治様
青木　貴志様
藤井志保子様
倉益　朱美様
山下マキ子様
及川　純子様
宮本真由美様
大原森林組合様
匿名 9 名

ふ
れ
あ
い
俳
句
サ
ロ
ン

私
の
作
品

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、気
軽
な
俳
句
会
を
通
し
て
、ふ
れ
あ
い
、交
流

を
深
め
、よ
り
豊
か
な
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う「
ふ
れ
あ
い
俳
句
サ
ロ
ン
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。気
軽
に
参
加
し
て
俳
句
を
話
題
に
お
話

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

廃
校
と
な
る
か
も
し
れ
ず
秋
夕
焼
け　
　

岡
田　

忠
良
（
後
田
）

肩
越
し
に
す
り
抜
け
ゆ
き
し
夏
の
蝶　
　

金
子　

眞
次
（
耕
田
）

通
夜
に
行
く
友
待
つ
角
や
虫
す
だ
く　
　

栗
栖　
　

載
（
日
原
）

闇
見
つ
め
一
句
も
出
来
ぬ
夜
長
か
な　
　

福
増　

泰
資
（
後
田
）

秋
の
蝶
三
階
ビ
ル
を
軽
く
越
え　
　
　
　

世
良　

德
祐
（
森
村
）

老
い
ふ
た
り
田
舎
育
ち
よ
吊
忍　
　
　
　

下
森
ヤ
ス
ヱ
（
中
座
）

ひ
ら
ひ
ら
と
闇
に
指
先
踊
か
な　
　
　
　

上
山　

純
子
（
高
峯
）

き
ち
き
ち
に
取
り
縋
ら
れ
し
野
道
か
な　

大
庭　

南
子
（
池
村
）

俳句作品を募集します！
作品は、ハガキに一句、作者名を書き、社協まで郵送
をお願いします。
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津
和
野
支
所
受
付

本
所
受
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皆
様
の
ご
厚
意
は
社
会
福
祉
事
業

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
発
行
の
都
合
に
よ
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掲
載
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が

遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
ご
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を
賜

り
ま
す
よ
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お
願
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申
し
上
げ
ま
す
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御
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
平
成
27
年
７
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
受
付
分
ま
で
）（
受
付
順
）

（
香
典
返
し
）

　
齋
藤
　
光
由
　
様
（
日
原
）

（
故
　
齋
藤
　
芳
子
　
様
）

　
山
内
　
裕
揮
　
様
（
河
村
）

（
故
　
山
内
　
　
貢
　
様
）

　
森
本
　
正
子
　
様
（
左
鐙
）

（
故
　
森
本
　
チ
ヨ
ノ
　
様
）

　
村
上
　
奈
美
枝
　
様
（
須
川
）

（
故
　
村
上
　
美
志
子
　
様
）

　
川
畠
　
主
万
　
様
（
枕
瀬
）

（
故
　
川
畠
　
貞
子
　
様
）

　
竹
内
　
智
惠
子
　
様
（
柳
村
）

（
故
　
竹
内
　
　
伸
　
様
）

　
青
木
　
伸
次
　
様
（
添
谷
）

（
故
　
青
木
　
キ
ク
ヱ
　
様
）

　
倉
永
　
こ
ず
え
　
様
（
枕
瀬
）	

（
故
　
倉
永
　
昭
子
　
様
）

　
柴
田
　
秀
樹
　
様
（
横
浜
市
西
区
）	

（
故
　
長
嶺
　
阿
屋
子
　
様
）

　
石
川
　
泰
正
　
様
（
池
村
）

（
故
　
石
川
　
カ
ネ
コ
　
様
）

　
土
井
　
泰
一
　
様
（
日
原
）

（
故
　
土
井
　
陽
子
　
様
）

　
匿
名
１
名

（
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般
寄
付
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昌
和
道
路
㈱　
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（
枕
瀬
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ひ
ま
わ
り
会　
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河
村
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倉
益
イ
シ
子　
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（
後
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㈱
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
石
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河
村
）

（
物
品
寄
付
）

　

匿
名
１
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介
護
用
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（
香
典
返
し
）

　

岡
本　

一
郎　

様
（
中
山
）

 

（
故　

岡
本　

光
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様
）

　

倉
本　

一
郎　

様
（
中
座
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故　

倉
本　

ヨ
シ
子　

様
）

　

望
月　

泰
子　

様
（
後
田
）

（
故　

望
月　

敏
正　

様
）

　

倉
益　
　

晃　

様
（
寺
田
）

（
故　

倉
益　

光
男　

様
）

　

天
野　

歳
陰　

様
（
鷲
原
）

（
故　

天
野　

浩
史　

様
）

　

岸
田　
　

武　

様（
兵
庫
県
伊
丹
市
）

（
故　

岸
田　

秀
子　

様
）

　

永
田　

シ
ヅ
ヱ　

様
（
笹
山
）

（
故　

永
田　
　

尋　

様
）

　

財
間　

至
宏　

様
（
後
田
）

（
故　

財
間　

敏
夫　

様
）

　

村
田　

哲
之　

様
（
田
二
穂
）

（
故　

村
田　

ツ
ル　

様
）

　

岸
田　
　

稔　

様
（
長
福
）

（
故　

岸
田　

義
夫　

様
）

（
一
般
寄
付
）

　

津
和
野
町
教
友
会　

様
（
後
田
）

　

下
森　
　

保　

様
（
中
座
）

　

匿
名
１
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津和野町社会福祉協議会

合併１０周年記念講演会のお知らせ
日　時	 平成２７年１１月１０日（火）
	 	 １４：３０～１６：００（１４：００開場）

会　場	 日原山村開発センター　大ホール

演　題	「支え合いマップでご近所福祉づくり」

講　師	 住民流福祉総合研究所　所長　木原　孝久　氏

※ 講師プロフィール
　福祉施設職員や福祉医療雑誌記者、（社福）中央共同募金会を経てフリーに。
一方で４０年以上にわたり住民流の福祉のあり方を追い求めてきた。その中で、
住民の助け合いの実態を把握する「支え合いマップ」を開発するとともに、「助
けられ上手講座」の開催支援や「ご近所福祉サポーター」の養成など、住民流の
福祉を定着させるための各種事業を展開している。日本人のおつき合いの習慣が
助け合いを阻んでいることに着目、「おつき合い革命」を訴えている。

　本会では今年度より、「支え合いマップづくり」の取り組みを推進しております。この支え合
いマップづくりの生みの親でもある木原先生をお招きし、住民が公的サービスに頼るのではな
く、できる限り住民の手で支え合える仕組みづくりが必要であり、今、地域に何が必要なのか
を浮かび上がらせることができる「支え合いマップづくり」の重要性などについてお話をして
いただきます。


